
1998年出上の木簡

京
都
・武
者
ヶ
谷
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
府
福
知
山
市
宇
堀
小
字
武
者
ヶ
谷

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
五
月
１
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
福
知
山
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　

水ヽ
谷
隆
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
祭
祀
遺
構
も
し
く
は
居
館
関
連
施
設

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
〓
一世
紀
後
半
―

一
四
世
紀
前
半

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
、
福
知
山
盆
地
中
心
部
の
南
端
に
位
置
す
る
。
親
不
知
山
麓
の
北
東

辺
段
丘
の
小
さ
な
二
つ
の
丘
陵
に
挟
ま
れ
て
で
き
た
小
規
模
な
谷
を
武
者
ヶ
谷

と
い
い
、　
こ
Ｆ
を
武
者

ヶ
谷
遺

跡
と
称
し
て
い
る
。
「武
者

ヶ

谷
」
の
地
名
の
存
在
が
た
ど
れ

る
の
は
江
戸
時
代
ま
で
で
あ
る

が
、
調
査
地
の
上
部
を
は
じ
め

周
辺
丘
陵
に
は
多
く
の
中
世
山

Ｄ

城
跡
が
存
在
し
、
地
名
の
由
来

檄
は
そ
の
こ
と
と
関
係
し
て
いる

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

武
者
ヶ
谷
遺
跡
は
、　
一
九
七
二
―

一
九
七
六
年
に
断
続
的
に
調
査
が
行
な
わ

れ
、
古
墳
時
代
の
円
墳

・
炉
跡
な
ど
を
検
出
し
た
。
ま
た
、
そ
の
下
層
か
ら
は
、

武
者
ヶ
谷
式
土
器
と
命
名
さ
れ
た
縄
文
時
代
草
創
期
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

一
九
九
七
年
度
の
調
査
は
、
高
等
教
育
機
関
整
備
支
援
事
業
グ
ラ
ウ
ン
ド
用

地
造
成
工
事
に
伴
う
事
前
調
査
で
あ
っ
た
。
中
心
と
な
っ
た
地
区

（報
告
書
で

は
Ｂ
地
区
と
呼
称
）
は
、
過
去
の
調
査
地
か
ら

一
五
〇
ｍ
ほ
ど
上
部
の
平
野
部

に
あ
た
り
、
当
時
は
休
耕
田
で
あ
っ
た
。
当
初
は
縄
文
時
代
に
関
連
す
る
遺
構

を
想
定
し
て
い
た
が
、
実
際
に
確
認
さ
れ
た
の
は
中
世
の
遺
構
の
み
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
の
遺
構
は
今
回
初
め
て
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
は
、
調
査
区
の
南
西
部
で
検
出
し
た
溝
状
遺
構
Ｓ
Ｄ

Ｏ

一
で
あ
る
。
五

・
二
ｍ
×
五

・
三
ｍ
の
範
囲
で
検
出
し
た
東
西
方
向
に
伸
び

る
三
本
の
溝
が
、
東
部
で
結
合
し

「
∋
」
の
形
を
取
る
不
定
形
な
溝
状
遺
構
で
、

遺
構
上
部
が
削
平
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
幅

（上
端
）
約

一
。
Ｏ
ｍ
ｌ

一
下

一
ｍ
、
深
さ
約

一
五
―
二
人
伽
を
測
る
。
溝
の
埋
土
中
か
ら
は
木
製
品
の

他
、
土
器

・
漆
器

・
鉄
製
品
、
種
子
な
ど
の
自
然
遺
物
が
出
土
し
た
。
遺
物
の

ほ
と
ん
ど
は
、
北
側
の
溝
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
木
製
品
に
は
、
木
簡
の
他
に

形
が
判
別
で
き
る
も
の
と
し
て
、
鳥
形

・
毬

・
下
駄
の
差
歯
部
分

・
箸
状
木
製

品
が
あ
る
。
土
器
に
は
、
土
師
器
の
皿

（小
型
。
中
型
▼

瓦
器
椀

。
東
播
系
須

恵
器
鉢
が
あ
る
。
鉄
製
品
に
は
、
釘

・
鉱
が
あ
る
。
な
お
調
査
区
内
の
検
出
遺

構
は
、
Ｓ
Ｄ
〇

一
の
他
は
、
数
個
の
柱
穴
の
み
で
あ
る
。



８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔〓
一ヵ
〕

⑪

　

□
三
十
□
□
□
　
徳
治
×

墨
痕
は
比
較
的
明
瞭
で
、
墨
書
は
片
面
の
み
に
見
ら
れ
る
。
上
下
両
端
部
は

欠
損
し
て
い
る
が
、
左
右
は
原
形
を
留
め
て
い
る
。
末
尾
の
二
字
は
年
号

「徳

治
」
全

〓
一〇
六
―
〓
二
〇
八
年
）
と
み
ら
れ
る
が
、
下
半
が
欠
損
し
て
い
る
た

め
、
年
号
以
外
の
記
述
で
あ
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
共
伴
し
て

出
土
し
た
土
器
類
は
、
当
地
域
で
は
概
ね

一
三
世
紀
後
半
―

一
四
世
紀
前
半
の

時
期
に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

福
知
山
市
教
育
委
員
会

『福
知
山
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
三
六
集

（
一

九
九
八
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（永
谷
隆
夫
）

木

簡

研

究

第
二
〇
号

巻
頭
言
―
機
器
の
目

ｏ
人
の
目
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

田
　

率

一
九
九
七
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
宮
跡
　
平
城
京
跡
⑪
　
平
城
京
跡
０
　
青
野
遺
跡
　
藤
原
宮
跡
　
酒

船
石
遺
跡
　
長
岡
宮
跡
　
長
岡
京
跡
左
京
二
条
四
坊
三
町
　
長
岡
京
跡
右
京
六

条
二
坊
六
町
　
平
安
京
跡
右
京
三
条

一
坊
三
町
　
平
等
院
庭
園
　
細
工
谷
遣
跡

大
坂
城
跡
　
天
満
本
願
寺
跡
　
堺
環
濠
都
市
遺
跡
　
東
浅
香
山
遺
跡
　
猪
名
庄
遺

跡
　
屋
敦
町
遺
跡
　
加
都
遺
跡
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
　
境
谷
遺
跡
　
茂
利
宮
の

西
遺
跡
　
安
坂

・
城
の
堀
遺
跡
　
大
将
軍
遺
跡
　
大
脇
城
跡
　
瀬
名
川
遺
跡
　
明

治
大
学
記
念
館
前
遺
跡
　
千
駄
ヶ
谷
五
丁
目
遺
跡
　
山
崎
上
ノ
南
遺
跡
Ｂ
地
点

西
原
遺
跡
　
松
本
城
三
の
九
跡
小
柳
町
　
松
本
城
下
町
跡
伊
勢
町
　
一二
輸
田
遺
跡

一
本
柳
遺
跡
　
志
羅
山
遺
跡
　
一二
条
遺
跡
　
上
高
田
遺
跡
　
山
田
遺
跡
　
払
田
柵

跡
　
大
光
寺
新
城
跡
遺
跡
　
福
井
城
跡
　
金
石
本
町
遺
跡
　
一戸
水
大
西
遺
跡
　
堅

田
Ｂ
遣
跡
　
七
尾
城
下
町
遺
跡
　
蛇
喰
Ａ
遺
跡
　
一
一口
五
反
田
遺
跡
　
清
水
堂
Ｆ

遺
跡
　
下
ノ
西
遺
跡
　
中
倉
遺
跡
　
大
御
堂
廃
寺
　
一二
田
谷
Ｉ
遺
跡
　
有
福
寺
遣

跡
　
一島
田
遺
跡
　
百
間
川
米
田
遺
跡
　
津
寺
遺
跡
　
末
原
窯
跡
群

（灰
原
上
層
）

萩
城
跡

（外
堀
地
区
）
　

一品
松
城
跡
　
観
音
寺
遺
跡
　
上
長
野
Ａ
遺
跡
　
香
椎
Ｂ

遺
跡
　
博
多
遺
跡
群
　
魚
屋
町
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
二
〇
）
藤
原
宮
跡

釈
文
の
訂
正
と
追
加

（
一
）
山
垣
遺
跡
　
袴
狭
遺
跡

（深
田
地
区
）

袴
狭
遺
跡

入
佐
川
遺
跡
　
出
雲
国
庁
跡

再
び
長
屋
王
家
木
簡
と
皇
親
家
令
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
木
　
充

長
野
特
別
研
究
集
会
の
記
録

信
濃
の
古
代
と
屋
代
遺
跡
群
…
寺
内
隆
夫
、
七
世
紀
の
屋
代
木
簡
…
俸
田
伊
史
、

七
世
紀
の
地
方
木
簡
‥
鐘
江
宏
之
、
七
世
紀
の
宮
都
木
簡
…
鶴
見
泰
寿
、
律
令
制

の
成
立
と
木
簡
十
七
世
紀
の
木
簡
を
め
ぐ
っ
て
…
舘
野
和
己

書
評
　
佐
藤
信
者

『
日
本
古
代
の
宮
都
と
木
簡
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
藤
教
史

新
刊
紹
介
　
大
庭
脩
編
著

『木
簡
―
古
代
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ー
』
　

丸
山
裕
美
子

頒
価
　
五
五
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円

含

］
じ
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ｏ
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